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常
任
委
員
会
審
査

南
相
馬
市
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険

料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

南
相
馬
市
は
一
体
だ
と

い
う
こ
と
で
、
全
市
一
律
で
の
減

免
を
国
や
関
係
機
関
に
要
望
し
て

い
る
が
、
効
果
や
手
ご
た
え
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
24
年
度
は
４
回
に

わ
た
り
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
今
後

も
継
続
し
て
支
援
を
求
め
て
い
く
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

介
護
保
険
料
が
平
均
で

52
％
と
大
幅
に
上
昇
す
る
理
由

と
、
県
内
の
被
災
市
町
村
の
保
険

料
の
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

保
険
料
自
体
は
お
お
む

ね
県
平
均
と
同
じ
く
ら
い
に
な
る

が
、
前
回
の
改
定
時
は
、
基
金
の

繰
り
入
れ
を
行
い
逆
に
下
げ
て
い

た
経
緯
が
あ
る
。

討　

論　

保
険
料
の
上
昇
は
、
長

引
く
避
難
生
活
で
介
護
を
必
要
と

す
る
人
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
た

め
で
、
国
・
東
電
に
求
め
る
べ
き

で
あ
る
と
反
対
と
の
意
見
。

　

制
度
に
基
づ
い
た
事
業
設
計
が

避
け
ら
れ
な
い
。
今
後
介
護
士
を

始
め
施
設
従
業
者
等
の
こ
と
も
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
賛
成
の

意
見
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

質　

疑　

屋
内
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
で
き
、
高
く
評
価
で
き
る
が
、

利
用
料
金
に
つ
い
て
、
子
供
の
遊

び
場
が
不
十
分
な
中
で
、
小
中
学

生
は
無
料
に
す
る
べ
き
と
思
う

が
、
検
討
し
た
の
か
伺
う
。

答　

弁　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

利
用
料
金
と
の
均
衡
か
ら
、
屋
内

プ
ー
ル
の
み
無
料
化
は
で
き
な
い

と
結
論
に
至
っ
た
が
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
業
に
つ
い
て
、
参
加
者
を
増

す
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁　

ス
タ
ッ
フ
や
場
所
の
関

係
で
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

事
業
を
終
え
た
方
が
地
域
に
戻
っ

て
広
げ
て
い
く
よ
う
な
取
組
み
を

考
え
て
い
き
た
い
。

討　

論　

原
発
事
故
に
よ
っ
て
避

難
生
活
が
長
引
い
て
心
身
の
負
担

が
増
加
し
た
。
被
保
険
者
に
保
険

料
を
引
き
上
げ
て
払
わ
せ
る
会
計

の
や
り
方
に
反
対
と
の
意
見
。

　

現
在
の
仕
組
み
の
中
で
事
業
を

運
営
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
別
会

計
予
算
が
、
介
護
予
防
に
配
慮
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
賛
成
と
の

意
見
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

教
育
対
策
費
の
元
気
も

り
も
り
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
祭
事
業

に
つ
い
て
、
小
高
区
で
実
施
す
る

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
の
か

伺
う
。

答　

弁　

避
難
し
て
い
る
市
民
を

元
気
づ
け
る
と
共
に
、
小
高
区
の

イ
メ
ー
ジ
回
復
を
発
信
し
て
行
こ

う
と
い
う
趣
旨
で
開
催
す
る
。

質　

疑　

相
馬
野
馬
追
伝
承
用
具

整
備
支
援
準
備
補
助
金
に
つ
い

て
、
こ
の
事
業
を
提
案
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

相
馬
野
馬
追
執
行
委
員

会
よ
り
、
野
馬
追
の
継
続
や
復
興

に
対
し
、
馬
具
や
甲
冑
の
修
理
・
新

調
が
必
要
と
要
望
が
あ
り
、
支
援

の
方
向
で
補
助
事
業
で
提
案
し
た
。

質　

疑　

健
康
対
策
費
、
介
護
養

成
事
業
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
の

不
足
は
大
変
な
状
況
で
あ
り
、
受

講
者
育
成
を
ど
う
集
め
る
か
伺
う
。

答　

弁　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
、
高
校
生
も
受
講

可
能
で
あ
り
、
各
高
校
に
も
呼
び

か
け
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

質　

疑　

教
育
環
境
対
策
費
、
小

中
学
校
交
流
の
集
い
事
業
に
つ
い

て
、
学
校
給
食
を
提
供
し
現
地
の

見
学
ツ
ア
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

旧
警
戒
区
域
の
小
中
学

生
の
帰
還
率
が
非
常
に
低
い
状
態
に

あ
り
、
区
域
外
に
避
難
し
て
い
る
子

供
の
絆
を
深
め
る
事
業
で
あ
る
。

質　

疑　

文
教
施
設
災
害
復
旧
費

に
つ
い
て
、
大
悲
山
観
音
堂
石
仏

の
覆
屋
の
復
旧
の
建
設
は
、
仮
設

の
も
の
だ
が
、
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
、
具
体
的
な
保
存
方
法
等
に
つ

い
て
２
年
程
度
か
け
て
本
格
的
な

覆
屋
、
保
存
施
設
を
考
え
て
い
く
。

質　

疑　

学
習
塾
と
連
携
し
た
学

力
強
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
本

市
の
子
供
た
ち
の
学
習
環
境
が
悪

い
が
、
実
際
の
学
力
低
下
が
あ
る

の
か
伺
う
。

答　

弁　

中
学
２
、３
年
生
の
数

学
と
３
年
生
の
英
語
に
全
国
平
均

を
下
回
る
分
野
が
あ
り
、
月
に
２

回
の
学
習
塾
講
習
に
よ
っ
て
、
意

欲
を
持
っ
て
学
習
す
る
た
め
の
カ

ン
フ
ル
剤
と
な
る
よ
う
取
り
組
む

考
え
で
あ
る
。

修
正
案
提
出

　

相
馬
野
馬
追
伝
承
用
具
整
備
支

援
事
業
補
助
金
の
予
算
額
の
全
額

５
千
700
万
円
を
減
額
す
る
。

討　

論　

相
馬
野
馬
追
は
、
長
年

に
わ
た
り
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
て
き
た
。
提
案
で
は
、
要
綱
を

定
め
、
市
民
に
十
分
説
明
で
き
る

も
の
で
あ
り
修
正
案
に
反
対
す
る

と
の
意
見
。

　

震
災
後
の
相
馬
野
馬
追
の
執
行

に
際
し
て
、
事
業
に
お
け
る
予
算
額

の
積
算
や
補
助
決
定
ま
で
の
審
査

の
仕
方
に
、
市
民
の
不
信
感
を
招

く
も
の
で
あ
り
、
修
正
案
に
賛
成
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
修
正

案
を
可
決
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

大悲山観音堂石仏（小高区）
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特
別
委
員
会
審
査
報
告

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

対
策
調
査
特
別
委
員
会

対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

本
年
１
月
８
日
、
東
京
電
力
㈱

福
島
復
興
本
社
代
表
に
対
し
、
南

相
馬
市
市
民
の
方
々
が
お
か
れ
て

い
る
現
状
の
打
開
を
求
め
市
長
、

区
長
連
絡
協
議
会
長
と
の
連
名
で

次
の
事
項
に
つ
い
て
「
要
求
書
」

を
提
示
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
示
さ
れ
た
回
答
内

容
は
、
総
じ
て
地
域
実
情
を
十
分

認
識
し
た
内
容
で
は
な
く
、
改
め

て
誠
実
な
対
応
を
強
く
申
し
入
れ

ま
し
た
。

【
要
求
事
項
と
回
答
内
容
】

要　

求　

精
神
的
損
害
は
、
市
内

全
域
の
除
染
が
完
了
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
が
整
う
ま
で

の
間
と
す
る
こ
と
。

　

30
㎞
圏
内
外
に
よ
り
差
が
生
じ

な
い
よ
う
同
様
の
取
扱
い
と
す
る

こ
と
。

回　

答　

原
子
力
損
害
紛
争
審
査

会
の
中
間
指
針
第
二
次
追
補
、
政

府
方
針
の
「
避
難
指
示
区
域
の
見

直
し
に
伴
う
賠
償
基
準
の
考
え
方

に
つ
い
て
」
を
踏
ま
え
、
標
準
的

な
賠
償
の
実
施
に
つ
い
て
お
示
し

し
て
い
る
。
避
難
指
示
解
除
ま
で

に
長
期
間
を
要
す
る
場
合
は
、
具

体
的
な
避
難
状
況
な
ど
個
別
に
ご

事
情
を
確
認
し
、
本
件
事
故
と
相

当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
損
害

に
つ
い
て
適
切
に
対
応
す
る
。

　

中
間
指
針
第
二
次
追
補
に
あ
る

よ
う
に
賠
償
期
間
は
、
避
難
指
示

解
除
後
相
当
期
間
経
過
後
と
考
え

て
い
る
が
、
個
別
事
情
を
踏
ま
え

適
切
に
対
応
す
る
。

　

公
正
な
賠
償
実
施
の
観
点
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

精
神
的
損
害
賠
償
に
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

精
神
的
損
害
は
、
政
府
に
よ
る

一
律
的
な
区
域
割
り
で
対
応
す
る

も
の
で
は
な
く
、
本
市
全
体
が
同

じ
被
害
を
受
け
て
お
り
一
体
的
に

対
応
す
べ
き
で
す
。
事
故
以
前
の

環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る

ま
で
の
間
、
全
地
域
を
対
象
と
す

べ
き
で
す
。
政
府
に
よ
る
区
域
毎

に
賠
償
内
容
に
差
を
設
け
る
こ
と

は
許
せ
ま
せ
ん
。

要　

求　

営
業
・
就
労
不
能
損
害

は
、
避
難
指
示
解
除
期
間
と
は
区

別
し
、
生
活
再
建
に
十
分
な
期
間

を
補
償
す
る
こ
と
。

回　

答　

営
業
・
就
労
不
能
損
害

は
、
中
間
指
針
、
第
二
次
追
補
な

ど
を
踏
ま
え
、
個
別
具
体
的
な
事

情
に
応
じ
合
理
的
に
判
断
し
、
損

失
補
償
基
準
よ
り
長
い
期
間
を
設

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
設
定
期
間

以
降
も
風
評
被
害
等
に
よ
る
損
害

発
生
時
は
、
地
域
実
情
を
総
合
的

に
踏
ま
え
適
切
に
賠
償
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

要　

求　

旧
警
戒
・
計
画
的
避
難

区
域
の
財
物
賠
償
は
、
見
直
し
区

域
に
よ
る
こ
と
な
く
見
直
し
後
の

区
域
全
て
を
全
損
扱
い
と
し
全
額

賠
償
す
る
こ
と
。

回　

答　

昨
年
７
月
公
表
の
「
避

難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
伴
う
賠

償
基
準
の
考
え
方
」
を
踏
ま
え
、

各
区
域
の
標
準
的
な
解
除
見
込
み

時
期
を
踏
ま
え
た
も
の
で
お
示
し

し
て
い
る
が
、
解
除
ま
で
に
期
間

が
長
引
い
た
場
合
は
、
実
際
の
解

除
時
期
に
応
じ
て
追
加
的
に
賠
償

金
を
お
支
払
い
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
居
住
制
限
、
解
除
準
備
区
域

の
建
物
は
、
解
除
期
間
に
応
じ
た

価
値
減
少
分
を
賠
償
す
る
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
が
３
月
議
会
で

特
別
委
員
会
に
昇
格
し
広
報
広
聴
特

別
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
置
期
間
は
平
成
26
年
11
月
30
日

ま
で
。

　

こ
れ
は
よ
り
多
く
の
市
民
の
付
託

に
応
え
、
議
会
と
し
て
積
極
的
な
政

策
提
言
を
行
う
た
め
で
す
。
そ
の
た

め
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
委
員

会
と
い
う
こ
と
で
当
委
員
会
が
機
能

を
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
議
会
だ
よ
り
」
発

行
に
加
え
、
広
聴
部
門
の
「
市
民
と

の
意
見
交
換
会
」
の
企
画
運
営
や
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
」、「
南
相

馬
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
等
と
連
携
し
、
広

報
分
野
の
拡
充
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
急
に
決
ま
っ
た
わ
け

で
は
な
く
数
年
前
か
ら
、
議
会
改
革

検
討
委
員
会
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て

来
た
こ
と
で
す
。
議
会
改
革
先
進
地

を
参
考
に
南
相
馬
市
議
会
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
べ
き
か
考
え
て
参
り
ま

し
た
。

　

そ
の
最
中
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

震
災
直
後
の
情
報
の
途
絶
え
た
生
活

が
い
か
に
市
民
に
孤
立
感
を
与
え
、

不
安
を
高
め
た
か
、
市
民
生
活
に
は

常
に
正
確
な
情
報
の
必
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
よ
り
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
改
革
を
行
っ
て
来
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
議
会
か
ら
の
一
方
的

な
情
報
発
信
で
し
た
が
、
新
年
度
か

ら
は
地
域
に
赴
き
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
議
会
「
市
民
と
の
意
見

交
換
会
」
は
、
全
議
員
を
４
班
に
編

成
し
て
、
市
内
12
ヵ
所
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在

検
討
中
で
す
が
、
皆
様
方
か
ら
頂
い

た
ご
意
見
を
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

の
中
で
精
査
し
、
ど
の
よ
う
に
市
政

に
反
映
し
て
い
く
か
判
断
を
し
て
、

議
会
の
関
係
常
任
委
員
会
や
本
会
議
、

市
の
担
当
課
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
そ
し

て
、
最
終
的
に
「
市
政
に
反
映
す
る
」

ま
で
を
一
つ
の
流
れ
と
し
て
考
え
、

そ
の
取
り
組
み
内
容
を
議
会
だ
よ
り

で
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
南
相
馬
市
民

が
心
豊
か
に
復
興
出
来
る
よ
う
委
員

一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
の
要
求
を
提
示
し
た
が
…

広
報
広
聴
特
別

広
報
広
聴
特
別

　
　
委
員
会
を
設
置
！

　
　
委
員
会
を
設
置
！

東京電力㈱へ要望書提出

仮設住宅での懇談会の様子




